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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，地図利用能力や空間認知能力の育成のために情報機器を利用する方法の開発を

目標とし，地理情報システムを利用した地理的意思決定過程において，ユーザからの要求に内
在する不確実性から，意思決定過程の具体性や利便性の向上を図る提案，地図や地理情報シス
テムを利用する教育方法に関する研究，全地球的測位システムを用いた現地調査活動を含む教
育方法に関する研究，そして，地図を活用した教育に用いるシステムの研究を行った． 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this project, an educational system by using the Information and Communication 
Technology to enhance the abilities of utilizing maps and of spatial cognition has been 
developed. The followings are the obtained results: (1)Method of utilizing maps and 
GIS(Geographic Information System) in school education, (2)Method of education in 
field survey with the GPS(Global Positioning System), (3)In response to GIS user’s 
demand with uncertainty, concreteness of decision making and enhancement of 
handiness have been proposed. 
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１．研究開始当初の背景 
現在の学習指導要領では生きる力の育成

を基本とし，初等・中等教育の社会科関連科
目では，住む地域，住む国の空間的・文化的
位置付けを理解すること，調査や地図の活用
を通して，調べたことを表現する力や社会事
象の意味を広い視野から考える力を育てる
ことを目標として掲げている．また，地理的
な分野に限らず生きる力の重要な能力とし
て空間認知能力の育成が重要視されてきて
いる．これを受けて教育の場では，実際にフ
ィールドに出ての調査活動や，地図を読んだ
り描いたりすることを学習に取り入れてい
る． 
一方，児童・生徒が情報手段に慣れ親しむ

ことや，指導に当たっては情報機器を適切に
活用することなどが指導要領で掲げられて
おり，コンピュータの教育への利用が積極的
に推進されている．この流れの中，前記した
学習では，全地球的測位システム（GPS: 
Global Positioning System）や地図作成ソ
フトなどを含む広義の地理情報システム
（GIS: Geographical Information System），
携帯電話や携帯型情報機器（PDA: Personal 
Digital Assistants），そしてインターネッ
トを利用した学習方法が提案・実践されてい
る． 
しかし，これらの機器を利用した学習の形

態は後述するように多様性がほとんどない．
この要因としては，現場の教師たちが情報機
器に慣れ親しむ機会がほとんどないことな
ど様々な事が考えられるが，地図利用能力や
空間認知能力を育成させるための情報機器
の利用方法は開発途上であると考える．これ
らの点から，このような教育目標を満たす新
たな情報機器を利用した教育用システムと，
それに伴う学習方法の開発を試みるという
本研究の着想にいたった． 
 
２．研究の目的 
本研究では，地図利用能力や空間認知能力

の育成のために情報機器を利用する方法の
開発を目標とし，手書きによる地図作成を中
心とした学習を支援するコンピュータシス
テムを実装する．具体的には，野外調査の記
録ツール，手書きによる情報書き込みと調査
記録ツールで記録した情報を貼り付けるこ
とができる，インターネット上に公開されて
いる地図配信サービスを利用したフィール
ドノートシステムと手書き地図作成システ
ムの実装を行う． 
 

３．研究の方法 

 提案時の研究計画は次のとおりである． 
(1)平成 19年度 

①調査記録ツールの実装 
②地図配信サービスを利用したフィール
ドノートツールの実装 

③模擬授業の実施 
(2)平成 20 年度以降 

①手描き地図作成ツールの実装 
②付加機能の設計と実装 

③授業実践 
実際には，本研究の目的に沿って，研究成

果に記した四つのテーマを立ちあげ，連携研
究者の協力のもと，それぞれについて独立し
た研究として進めた． 
 

４．研究成果 

(1) GISを用いた意思決定支援システムの研

究 
地理情報システムを用いた地理的意思決

定過程において，ユーザからの要求に内在す
る不確実性を取り上げ，過程に及ぼす影響を
定量的に評価する手法としてファジイ・エン
トロピーを用い，個々の要求に対してこの定
量的な評価を算出し，定性的推論全体に反映
させることによって意思決定過程の具体性，
利便性の向上を図る提案を行った．この提案



については GISA学術研究発表大会で発表し，
大会優秀発表賞を受賞した． 

 

(2)地図教育に関する研究 

効果的な地図・GIS 教育を探るため，自ら
の地図・GIS を利用した授業内容を失敗例・
成功例を分けて検討した。その結果，地図表
現を問う課題では論理より直感（好み）に左
右されやすく，地図を通して実世界との対話
が積み重ねられるような場の存在が授業成
功の鍵となることが伺われた。また，統計地
図の表現選択とその読み取りや空間的観
点・スケールの考慮など，算数的・数学的な
考慮が必要になる部分に難があり，特別な教
材を用意する必要であることが伺われた。 
 
(3)地図を活用した教育方法に関する研究 

中・高等学校段階の地理教育を前提とした，
着色作業を施した地図を GPS受信機のついた
携帯端末に取り込み，「地図から発想し，現
地調査に出向く」というタイプの GPS利用と，
地域調査活動を提案した。 

地理的な学習における小地域スケールの野

外調査における地図利用と地理情報活用を明

示することを目的として，小学校の教科書の

内容の検討を行った．その結果，小地域スケ

ールの野外調査における地図利用と地理情報

活用は，地図利用・地理情報の利用の連続性

からみると，①調査ルートを決定するまでの

段階，②現地調査時（探検時）の段階，③地

図作成の段階から構成され，①では，場所・

スポットの情報を蓄積して情報（内容）を共

有すること，②では，地図上へ自由な記録を

すること，および，地図上へ記号を用いた記

録をすること，地図上への特定地点の位置を

記録しそれとは別に観察・調査内容を記録す

ること，③では，②の情報をもとに，白地図

上に，記号の配置や塗り分けや建物名や各場

所の情報を書き込みができることが必要であ

ることを明らかにした．この成果については

日本地理教育学会大会において発表した． 

 加えて，子どものマップ作成における GPS
利用の意義を検討するため，小学校授業にお
ける現地調査の段階を観察した。その結果，
知っている地域内でも地図上でその場所の
位置を特定することが難しく，地図係が記録
を終える前に次の地点に向かう場面，既に調
査した地点か否かを見失う場面があり，地図
を原因としたトラブルの回避に位置記録へ
のなんらかの支援が必要であることがわか
った。 
 
(4)地図を活用した教育システムの研究 

小学校における校内マップ作りを支援す
るシステムに対する要望を調査し，システム
の機能及びユーザインタフェースの設計を

行った． 
第一に，ユーザインタフェースに関して，

学年ごと，クラスごと，班ごと，および，年
度ごとの記録を，合成したり，比較したりす
る機能を切り替えられることに重点を置く
ことにし，その実装方法の設計を行った． 
第二に，事前研究で実装を行った，インタ

ーネット上の電子地図サービスを利用した
マップシステムについて，の再設計・再実装
を行った．この再実装では，著作権上問題の
ありそうな部分について，その問題を解消す
る方法を採用した．また，全体的な速度改善
を試みた． 
第三に，小学生が校内マップを作る際に問

題になりそうな点として，デジタルカメラか
らのデータの転送をとりあげ，この点を容易
にする仕組みについて設計を行った．具体的
には，デジタルカメラを教室内に持ってくる
と，自動的に写真サーバへの転送が行われ，
マップ作りの際のメニューに現れる仕組み
の実現可能性を検証した． 
 第四に，実際に運用を行うときのためのサ
ーバの整備を行った．なお，サーバのハード
ウェアに関しては，連携研究者が関わってい
る近隣小中学校と教育の情報化に関する研
究・支援を進めている東京学芸大学・3 市連
携 IT 活用コンソーシアムの所有機器を利用
した． 
第五に，web 地図を含めた web ページ上に

手書きで情報を書き込めるブラウザの設計，
実装を行った．このブラウザでは，グループ
学習への適用を考慮し，書き込んだ情報を複
数人で共有することを可能にした． 
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